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自己紹介
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株式会社フコク

福岡県柳川市三橋町中山２５４

不織布製造業

資本金４０百万円

社員数６８名

売上１２億円

会社概要





• 不織布製造

• ４分野（シェア）

事業内容



ポリエステル不織布



自動車産業への参入

• 寝具業界の低迷

• 北部九州への自動車メーカー進出

• 繊維メーカーからの紹介

• 既存設備・技術を使ってできる仕事



福岡県の支援

• 経営革新認定による低利融資を利用した設備投資

• リサイクル事業への補助

• サポイン事業につながる研究支援

• 自動車アドバイザー制度による工場改善

• 大阪府、愛知県、神奈川県などでの展示会参加

• 自動車フォーラムにおける知名度アップ、開拓支援



取引の流れ（イメージ）

フロア

自動車
メーカー

天井
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ドア



• ２００３年 ９月 自動車フロアー用カーペット量産開始

• ２００４年 １０月 ポリエステル不織布再生品実用化研究会

• ２００５年 ５月 共同研究プロジェクト（３年間）

• ２００７年 １０月 福岡県知事より特別表彰

• ２００８年 １０月 厚生労働大臣より特別表彰

（ポリエステルリサイクルシステム）

• ２００９年 １１月 大川工場操業開始（リサイクル設備増強）

リサイクルに関する沿革



内装材のリサイクルとは？

• 自社および自動車関係のお客様で発生する
トリム端材＝材料

• 基本的には、A社から発生した端材をA社へ



• トリム端材は、「原材料」

• お客様の産廃費を削減＋当社製造原価低減

• ２００９年 環境大臣表彰

※福岡県リサイクル総合研究センター様のご
支援

リサイクルシステムの確立



研究と実用化のポイント

• 吸音などの性能が満たされるか。

• コストが見合うか。

• 上記のポイントを満たすため、

配合、生産方法、生産性向上に努めた。



製品例



リサイクルの流れ



リサイクル量の推移

• ２００６年 月間２０トン

• ２００９年 大川に１ライン増設 月間５０トン

• ２０１６年 月間１００トン

トヨタ九州１００％ ダイハツ九州５０％に採用



九州における自動車産業

• 日本最後の自動車フロンティア

• 比較的新しい生産設備

• 南海トラフ、東海沖地震時のリスク分散地

• 福岡県の積極的な支援体制



これからわが社が進む道

• 現地化が進む 調達・開発

• 我々のお客様も必死。共闘の時代

• 九州での自動車産業の未来も地場企業次第

• リサイクルは我が社の強み。



ご静聴ありがとうございました。


